
八

重

山
の
封
建
社
会
に
お
け
る
民
衆
と
民
謡

は

じ
め
に

大

　
泊
　
博
　
巳

　
民

謡
の

起
源
に

拾

い

て

は
t
人
々
が
即
興
と
し
て
歌
い
だ
す
こ
と
が
即
、
歌
と
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
左
い
o
人
々
の
思
い
が

調
べ
や
曲
と
な
り
伝
統
的
芸
術
、
文
化
と
し
て
存
在
す
る
に
は
数
多
く
の
人
達
の
無
償
の
行
為
と
精
神
的
苦
悩
が
投
入
さ
れ
て
い
る

の

で

あ
る
o

　
ま
だ
民
謡
は
、
そ
れ
に
長
い
歴
史
過
程
に
お
け
る
人
々
の
精
神
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
t
力
強
く
か
つ
根
深
い
心
の
歌
と

し
て
存
在
し
う
る
も
の
だ
と
思
う
。
従
っ
て
、
民
謡
を
愛
す
る
こ
と
は
非
常
に
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
を
ぜ
な
ら
r
民
謡
は
歴

史
の
産
物
で
あ
り
、
歴
史
を
通
し
て
、
そ
の
当
時
の
人
々
の
エ
ト
ス
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
関
連
す
る
か
ら
で
あ
る
。
私
達

が
民

謡
に

関
わ
る
時
、
単
左
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
か
ら
で
左
く
、
抽
象
的
な
心
情
か
ら
で
左
く
、
民
謡
に
こ
め
ら
れ
た
民
衆
像
を
理
解

し
て
い
く
こ
と
が
基
本
的
左
態
度
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
は
c
民
謡
が
ど
の
よ
う
た
歴
史
的
背
景
、
社
会
背
景
の
中
で
生
ま
れ
た
か
を

認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
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八

重

山
群
島
の
地
理
概
観

　
九

州
と
台
湾
の
中
間
海
域
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
し
た
島
々
が
数
珠
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
た
よ
う
に
点
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

島
々
は
、
明
治
の
頃
ま
で
薩
摩
の
南
の
海
域
に
浮
ぶ
島
々
と
い
う
意
味
で
薩
南
諸
島
と
呼
ば
れ
て
S
た
が
、
現
在
は
南
西
諸
島
と
総



称

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
カ
ラ

　
現
在
鹿

児
島
県
の
行
政
区
域
に
属
す
る
の
は
吐
喝
列
島
と
奄
美
諸
島
で
あ
り
、
沖
縄
県
の
行
政
区
域
に
属
す
る
の
は
、
g
わ
ゆ
る

琉
球
列

島
で
、
後
者
は
さ
ら
に
、
沖
縄
群
島
、
宮
古
群
島
、
八
重
山
群
島
か
ら
成
っ
て
い
る
。
と
く
に
宮
古
群
島
、
八
重
山
群
島
を

先

島
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
薩
南
諸
島
の
い
ち
ば
ん
果
て
の
島
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
八
重
山
群
島
（
以
下
群
島

を
省
略
）
は
名
実
と
も
に
現
在
、
日
本
領
土
の
最
南
、
最
西
南
端
の
地
で
あ
る
o
波
照
間
島
は
、
そ
の
最
南
端
で
あ
り
、
与
那
国
島

は
最
西
南
端
で
あ
る
。

　
八

重

山
ば
、
大
小
十
余
の
島
か
ら
成
り
、
現
在
人
の
居
住
す
る
島
は
九
島
で
あ
る
。

　
四

方

海
洋
に

囲
ま
れ
た
八
重
山
は
、
年
平
均
気
温
が
二
三
、
六
度
で
一
年
中
の
気
温
の
変
化
は
少
左
く
、
亜
熱
帯
海
洋
性
気
候
と

呼
ば

れ
、
冬
期
も
割
り
合
い
温
暖
で
、
夏
期
も
ま
た
海
風
に
よ
っ
て
炎
暑
が
和
ら
げ
ら
れ
て
い
る
。
温
帯
地
方
の
よ
う
に
四
季
の
移

り
変
わ
り
が
明
瞭
で
左
い
が
、
五
月
か
ら
九
月
中
旬
ま
で
は
南
の
季
節
風
で
暖
候
期
、
九
月
下
旬
か
ら
四
月
ま
で
は
北
寄
り
の
季
節

風
で

寒
候
期
と
大
．
別
さ
れ
る
。

　
五

’
六
月
は
雨
期
で
、
日
本
本
土
の
梅
雨
期
に
相
当
す
る
。
年
に
よ
っ
て
は
、
空
梅
雨
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
左
年
は

地
下

水
が

不
足

し
て
干
ば
つ
の
害
が
大
き
く
な
る
。
七
・
八
・
九
月
は
酷
暑
と
台
風
時
期
で
、
連
日
最
高
気
温
が
三
〇
度
以
上
の
暑

さ
が
続
く
。
こ
の
時
期
に
台
風
が
少
左
い
と
干
ば
つ
と
左
り
、
台
風
と
干
ば
つ
は
住
民
の
生
活
を
不
安
左
も
の
に
し
て
い
る
。
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二
、
八
重
山
の
歴
史
概
観

円

麟当
六
四
隻
祖
王
統
注
ω
に
始
め
て
、
久
米
島
覧
間
゜
誓
の
鷺
竃
王
国
に
入
工
貝
し
、
続
三
二
六

六

年
、
大
島
諸
島
が
入
貢
、
宮
古
・
八
重
山
群
島
の
場
合
は
、
こ
れ
ら
諸
島
の
入
貢
服
属
に
遅
れ
る
こ
と
百
二
＋
余
年
後
の
＝
1
1
九
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、

o
年
・
覆
王
統
蕩
の
四
＋
1
r
e
の
こ
と
で
あ
る
・
当
時
沖
縄
菖
は
・
北
山
王
国
・
南
山
王
国
・
中
山
王
国
雰
れ
て
相
争
’

て

い

た

が
、
そ
の
中
で
も
中
山
（
以
下
王
国
省
略
）
が
最
も
勢
力
を
示
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
沖
縄
本
島
周
辺
の
各
離
島
は
、
そ

れ
ぞ
れ

三
山
の
何
れ
か
に
関
係
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
遠
隔
の
地
、
宮
古
・
八
重
山
は
久
米
島
を
通
じ
て
交
易
も
便
利
で
あ
っ
た
中

山
に
入
貢
服
属
し
た
と
い
わ
れ
る
。
宮
古
・
八
重
山
の
中
山
服
属
は
、
現
在
か
ら
数
え
て
⊥
ハ
四
o
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
八
重
山
が

中
山
に
入
貢
し
た
頃
、
八
重
山
は
r
酋
長
（
勘
W
）
‖
島
主
と
い
う
政
治
的
支
配
者
の
未
だ
出
現
し
左
い
平
和
な
祭
政
一
致
の
時
代

で

あ
り
、
神
を
杷
る
司
祭
者
が
神
意
を
受
け
て
、
政
治
的
問
題
を
も
と
り
し
き
っ
て
S
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
入
貢
と
い
う
政
治
的

問
題

も
そ
の
よ
う
に
し
て
処
理
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
山
に
入
貢
服
属
す
る
ま
で
の
八
重
山
は
、
司
祭
を
中
心
と
し
だ
原
始
共
同

体
的
社
会
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

o
オ
ヤ
ケ
赤
蜂
・
の
反
乱

　
十

五
世

紀
中
頃
か
ら
十
六
世
紀
初
に
か
け
て
八
重
山
で
も
島
々
を
支
配
す
る
按
司
（
酋
長
）
が
出
現
す
る
r
S
わ
ゆ
る
群
雄
争
乱

の

時
代
と
左
る
。

　
そ

の

頃
、
沖
縄
本
島
で
は
、
す
で
に
九
～
＋
世
紀
に
出
現
し
た
按
司
の
中
か
ら
三
山
統
一
に
成
功
し
た
伺
真
王
に
よ
り
着
々
と
中

央
集
権
化
が
進
ん
で

い

た

の

で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
八
重
山
の
歴
史
発
展
の
後
進
性
が
う
か
が
え
る
。

　
八

重

山
が
琉
球
王
国
の
完
全
な
支
配
下
に
お
か
れ
る
の
は
、
オ
ヤ
ヶ
赤
蜂
の
首
里
王
府
に
対
す
る
反
乱
を
契
機
と
し
て
で
あ
る
。

オ

ヤ

ヶ
赤
蜂
が
反
乱
を
起
・
し
た
原
因
に
は
・
了
二
三
説
が
馨
と
な
ぞ
い
る
・
；
は
貢
租
滞
納
の
問
題
で
あ
り
薗

も
う
；
は
信
仰
問
題
で
あ
る
富
前
者
は
首
里
王
府
に
対
し
て
謀
反
を
致
し
洪
武
年
間
以
来
の
入
貢
を
絶
・
た
と
云
う
も
の
で
あ

り
r
後
者
は
八
重
山
固
有
の
文
化
・
宗
教
を
邪
道
と
し
て
抑
え
る
首
里
王
府
に
対
し
て
自
ら
の
宗
教
、
文
化
の
維
持
を
求
め
た
も
の

で

あ
る
o

　
こ
の
二
説
の
ど
れ
が
正
論
で
あ
る
か
断
言
で
き
カ
い
と
思
う
が
、
私
は
後
者
の
ほ
う
が
あ
て
は
ま
る
の
で
は
カ
い
か
と
思
う
。
左
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ぜ

な
ら
r
前
者
を
認
め
る
と
し
て
も
反
乱
を
起
し
て
ま
で
貢
を
絶
と
う
と
す
る
に
は
、
貢
滞
納
以
上
の
原
因
が
あ
る
筈
だ
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
は
八
重
山
固
有
の
生
活
文
化
へ
の
首
里
王
府
に
よ
る
圧
迫
圧
制
で
あ
り
、
反
乱
は
そ
れ
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（（i

）薩
摩
の
琉
球
侵
入
と
八
重
山

　
薩
摩
藩
の
島
津
氏
は
、
慶
長
＋
四
年
（
＝
ハ
〇
九
）
に
琉
球
に
侵
入
し
支
配
下
に
お
い
だ
の
で
あ
る
。

　
当
時
、
琉
球
は
す
で
に
全
島
が
統
一
さ
れ
、
琉
球
王
国
と
い
う
国
家
体
制
を
な
し
て
い
た
。
し
か
し
琉
球
王
国
は
、
薩
摩
の
植
民

地

的
支
配
政
策
と
対
中
国
進
貢
の
た
め
に
大
き
く
変
貌
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
薩
摩
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
琉
球
王
府
の
財
政
は

非

常
に
苦
し
い
状
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
琉
球
王
府
は
、
そ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
八
重
山
に
目
を
つ
け
、
琉
球
王
国
の

絶
対
的

権

力
を
も
っ
て
先
島
住
民
を
圧
迫
し
、
搾
取
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ

し
て
先
島
住
民
の
み
を
対
象
と
し
た
人
頭
税
制
度
宏
る
も
の
を
容
赦
力
く
施
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
．
の
よ
う
に
薩
摩
の
琉
球
侵

略

を
契
機
と
し
て
、
八
重
山
は
、
薩
摩
↓
琉
球
王
府
↓
八
重
山
と
二
重
・
三
重
の
形
で
搾
取
さ
れ
、
差
別
さ
れ
る
悲
劇
的
な
歴
史
を

歩
ん
で
S
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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三
、
人
頭
税
制
度

　
琉
球

王
国

は
、
薩
摩
の
植
民
地
的
支
配
下
に
あ
っ
て
、
薩
摩
の
強
要
す
る
税
を
完
納
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
遠
隔
の
地
、
宮
古
．

八

重

山
を
搾
取
し
だ
の
で
あ
る
。

　
琉
球
王
府

は
、
寛
永
十
四
年
（
＝
ハ
三
七
）
宮
古
・
八
重
山
の
人
口
を
調
査
し
、
沖
縄
本
島
と
同
様
に
生
産
高
に
割
り
当
て
て
徴

収

し
た
「
貢
租
」
を
t
人
間
の
頭
数
に
税
を
賦
課
す
る
「
人
頭
税
」
に
か
え
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
琉
球
王
府
は
数
回
に
わ
た
っ
て

人

口
調
査
を
行
い
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
に
は
、
宮
古
の
責
任
額
、
八
重
山
の
責
任
額
を
定
め
、
人
口
増
減
に
関
係
な
い
税
制



度
に
改
定
し
た
。
こ
れ
が
「
走
額
人
頭
税
」
で
あ
る
。

　
人

頭

税
の
納
税
対
象
者
は
、
宮
古
・
八
重
山
に
居
住
す
る
＋
五
歳
以
上
～
五
＋
歳
以
下
の
男
女
で
、
こ
の
納
税
者
を
正
男
正
女
と

　
　
　
セ
イ
ジ
ン

し
、
「
正

　
　
　
　
　
人
」
と
呼
ん
だ
。
人
頭
税
の
納
税
義
務
者
は
、
年
令
に
よ
っ
て
四
階
級
に
分
類
さ
れ
だ
o
上
男
女
1
1
一
＝
才
～
四
o
才
t

中
男
女
1
1
四
一
才
～
四
五
才
、
下
男
女
‖
四
六
才
～
五
O
才
t
下
下
男
女
1
1
＋
五
才
～
二
〇
才
’
　
s
t
e
”
g
正
人
で
あ
れ
ば
不
具
者
・
精

神
異

常
者
で
も
人
頭
税
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
g
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
結
局
、
村
全
体
の
責
任
に
お
い
て

処
理

さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
・
滞
納
者
は
、
い
わ
ゆ
る
犯
罪
人
と
し
て
、
理
由
の
い
か
ん
を
と
わ
ず
、
苛
酷
な
拷
問
が
加
え
ら
れ
た
の

で

あ
る
・
竹
富
島
の
劫
馨
氏
の
蒐
纂
に
は
・
当
時
拷
問
に
使
・
だ
道
具
が
現
存
す
る
・

　

こ
の
よ
う
に
、
人
頭
税
制
度
は
八
重
山
の
民
衆
を
奴
隷
化
し
た
の
で
あ
る
。
入
頭
税
制
度
が
い
か
に
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、

堕

胎
、
自
殺
、
脱
島
、
間
引
き
な
ど
に
ま
つ
わ
る
物
語
り
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
人
口
淘
汰
手
段
と
し

て

用

い
皇
那
国
島
の
μ
齢
ダ
蕎
ク
ブ
ラ
バ
リ
の
伝
説
注
⑥
波
照
間
島
の
南
波
照
間
逃
避
行
と
s
う
脱
島
計
膓
ど
の
物
語
り

で
あ
る
。
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四
、
八
重
山
の
民
謡

　
八

重

山
の
民
謡
は
・
「
ア
ヨ
ゥ
」
ワ
ラ
バ
」
＝
ン
タ
」
と
呼
ば
れ
る
「
古
謡
」
と
・
成
立
の
新
し
い
「
彰
豹
↓
に
大
別
さ

れ
る
。

　
　
r
ア
ヨ
ウ
」
「
ジ
ラ
バ
」
「
ユ
ン
タ
」
は
労
働
歌
で
あ
り
、
こ
の
歌
謡
が
八
重
山
に
お
け
る
古
い
形
の
民
謡
で
、
楽
器
は
一
切
使

用

し
左
い
。
こ
れ
は
水
田
に
4
け
る
草
取
り
、
畑
に
お
け
る
穀
類
の
草
取
り
の
際
、
＋
数
人
の
団
体
に
よ
っ
て
謡
わ
れ
た
り
、
ま
た

人
頭

税
石
の
納
入
の
た
め
、
或
は
各
家
庭
に
お
い
て
御
祝
儀
や
建
築
工
事
の
際
に
謡
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
飯
米
を
多
量
に
入
用
と

し
、
　
「
米
掲
き
」
と
称
し
て
、
庭
に
臼
を
十
余
台
も
並
べ
r
男
女
＋
数
名
が
米
掲
き
作
業
を
な
す
場
合
、
或
は
建
築
工
事
の
「
地
掲



き
」
の
場
合
左
ど
に
数
組
の
円
陣
に
分
れ
て
盛
ん
に
ユ
ン
タ
類
の
古
謡
が
歌
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
の
際
に
頼
ま
れ

　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ト

だ

団
体
は
「
結
ひ
」
或
は
「
結
い
人
」
と
称
さ
れ
だ
。
　
「
結
ひ
」
と
は
互
い
に
労
働
を
結
集
し
て
助
け
合
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結

ひ

制
度
は
、
人
頭
税
時
代
に
出
来
だ
と
S
わ
れ
る
。
そ
し
て
r
こ
の
結
ひ
制
度
は
t
現
在
も
残
っ
て
い
る
が
、
時
代
の
趨
勢
と
と
も

に

消
え
さ
ろ
う
と
し
て
い
る
o

　

r節
歌
」
は
三
味
線
を
伴
っ
て
謡
わ
れ
る
。
こ
の
節
歌
は
発
想
的
に
は
r
八
重
山
独
自
の
民
俗
と
思
想
を
謡
い
な
が
ら
も
形
式
的

に

は
t
八
重
山
が
沖
縄
の
支
配
下
と
な
っ
て
以
来
、
沖
縄
本
島
の
琉
歌
調
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
従
っ
て
節
歌
で
も
古

謡
的
要

素
を
持
つ
も
の
と
持
た
左
い
も
の
が
混
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

r
ア

ヨ

ウ
」
　
「
ユ
ン
ク
」
　
「
ジ
ラ
バ
」
は
r
共
同
体
を
媒
介
と
し
だ
平
民
階
級
の
歌
で
あ
る
が
、
　
「
節
歌
」
は
、
治
者
階
’
級
の
い

わ

ゆ

る

士

族
が

当
時
の
よ
う
す
を
歌
に
し
た
も
の
で
あ
る
〇

　
八

重

山
民
謡
は
ひ
じ
・
よ
う
に
数
が
多
く
そ
れ
を
全
部
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
左
こ
と
で
あ
る
が
、
私
は
、
入
頭
税
時
代
に
お
け
る

民
衆
の
心
中
の
思
い
燃
え
た
ぎ
る
ユ
ン
タ
や
民
衆
の
苦
し
み
左
ど
を
描
い
た
歌
謡
を
暫
走
的
に
次
の
よ
う
に
分
類
し
考
察
し
た
。
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T
v
　
徴
庸
に
関
す
る
歌

・
れ
は
民
衆
が
土
地
を
与
え
・
れ
・
貢
租
や
サ
蕃
（
物
産
税
）
注
⑦
を
納
め
あ
げ
る
際
に
強
制
的
に
支
配
者
の
讐
の
下
美

役

と
し
て
労
働
に
従
事
す
る
様
子
や
女
性
の
負
担
で
あ
っ
た
貢
布
織
立
な
ど
を
上
納
す
る
時
の
情
況
を
歌
い
あ
げ
て
い
る
も
の
な
ど

で

あ
る
・
こ
れ
に
関
す
る
歌
と
し
三
柄
霧
シ
と
ア
シ
ヤ
ギ
節
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
・

△
布
晒
節

二

荒
翼
御
用
ヌ
・
毒
牛
、
k
美
布

　
二
、
今
日
ヌ
ユ
カ
ル
日
二
、
勢
頭
舟
子
揃
ル
テ
イ



　

三
、
拝
ミ
ョ
タ
ル
美
布
、
勢
頭
舟
子
揃
ル
テ
イ

　
四
r
　
．
今
日
ヌ
ユ
カ
ル
日
二
f
洗
濯
ユ
シ
ピ
ラ

　

五
、
繰
リ
返
シ
ガ
イ
シ
、
手
ナ
ミ
シ
チ
ミ
リ
バ

　
⊥
ハ
r
布
艶
シ
チ
ュ
ラ
サ
、
長
巾
ン
ウ
チ
ャ
テ

　

七
、
今
日
ヌ
ユ
カ
ル
日
二
、
上
ギ
テ
イ
シ
イ
デ
イ
ラ

訳　
l
r
琉
球
王
へ
の
御
公
用
の
極
最
上
の
美
布
は
、

　

二
、
今
日
の
よ
き
日
に
主
任
と
補
佐
役
が
揃
っ
て
、

　
三
、
織
り
上
げ
た
美
布
は
、
主
任
と
補
佐
役
が
揃
っ
て
、

　

四
、
今
日
の
よ
き
日
に
洗
濯
を
し
ま
し
ょ
う
〇

　

五
、
繰
り
返
し
て
洗
い
清
め
て
み
た
ら
、

　
六
、
布
の
色
艶
も
美
し
く
、
長
さ
と
巾
も
ぴ
っ
た
り
、

　

七
、
今
日
の
よ
き
日
に
収
納
し
て
光
栄
に
浴
し
ま
し
ょ
う
。

ム
ァ

シ

ヤ

ギ
節

　
l
t
ア
シ
ヤ
ギ
屋
ヌ
、
ナ
〉
ヤ
、
二
十
舛
ヌ
御
用
布
夜
ヤ
昼
ナ
シ
．
一
テ
、
ス
ラ
ナ
ナ
ユ
ミ
〇

　

二
、
布
清
ラ
サ
r
シ
ョ
v
テ
、
綾
美
ラ
サ
、
ス
リ
バ
心
安
々
ト
ウ
、
上
ギ
テ
イ
、
シ
イ
デ
イ
ラ
。

　

三
、
油
断
ス
ナ
、
女
童
、
ウ
ル
サ
ス
ナ
、
ユ
ナ
グ
、
働
ラ
チ
ュ
ナ
カ
ド
ゥ
、
果
報
ヤ
、
チ
チ
ュ
ル
。

訳　
一
、
村
番
所
内
の
離
れ
屋
の
目
的
は
、
最
上
の
御
用
布
を
織
る
た
め
に
建
て
て
あ
る
。
昼
夜
兼
行
で
織
に
努
力
し
左
け
れ
ぱ
な
ら

　

　

　

な
い
o

，L？



二
、

三
、

御
用

布
を
品
よ
く
美
し
く
織
っ
て
、
縞
柄
も
見
本
通
り
に
し
た
ら
安
心
し
て
、
上
納
が
で
き
、
国
王
の
御
恵
み
に
浴
し
ま
し

ょ
う
o

油
断
す

る
左
乙
女
ら
よ
、
粗
相
な
織
り
方
を
す
る
な
女
た
ち
、
精
神
を
込
め
て
織
る
中
に
、
よ
き
果
報
は
く
る
の
だ
。

　

「
ア

シ

ヤ

ギ

屋
」
と
は
堀
っ
立
て
小
屋
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
は
、
人
頭
税
時
代
に
婦
女
子
達
の
様
子
を
表
わ
し
て
い
る
。

当
時
、
御
用
布
を
織
る
際
に
婦
女
子
は
厳
し
い
監
督
の
も
と
に
お
い
て
御
用
布
を
織
っ
た
の
で
あ
る
。

⇔
、
被
虐
待
歌

ム

ト
ラ
バ
ラ
ー
マ
よ
り
A
抜
粋

訳原訳原
　

こ
れ
ら
の
歌
に
は
民
衆
の
苦
し
み
が
最
も
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

お
い

て

過
酷

方
支
配
政
策
の
存
在
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

た
か

が
わ

か

る
o
こ
こ
に
存
在
す
る
の
は
、

貢
税

収
納
は

お
ろ
か
、

衆
の
悲
痛
な
叫
び
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
o

バ
ヌ

ガ
生
リ
ヤ
、
ナ
ユ
サ
ル
生
リ
ヤ
タ
ド
ウ
、
朝
マ
タ
マ
ク
ヌ
哀
リ
バ
シ

私

ら
百
姓
の
生
立
ち
は
、
如
何
な
る
宿
命
で
あ
っ
だ
れ
ぱ
こ
そ
、
朝
な
夕
な
こ
の
酷
使
と
重
税
を
背
負
わ
ね
ば
左
ら
な
い
の

か
o

哀

リ
マ
マ
、
ヤ
ス
マ
リ
ム
ヌ
ヤ
ラ
バ
、
苦
リ
シ
ャ
マ
マ
失
シ
ラ
リ
ム
ヌ
ヤ
ラ
バ

こ
の
搾
取
と
弾
圧
の
ま
ま
霊
界
で
安
住
さ
れ
る
も
の
左
ら
ば
、
こ
の
酷
使
と
重
税
の
ま
ま
こ
の
娑
婆
か
ら
消
え
失
せ
ら
れ
る

も
の
左
ら
ば
、
消
え
＄
せ
た
S
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
被
虐
待
歌
の
存
在
は
、
八
重
山
の
歴
史
過
程
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
時
の
社
会
が
如
何
に
下
層
階
級
に
と
っ
て
冷
酷
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
さ
に
民
衆
の
苦
し
み
と
t
ど
う
に
も
左
ら
な
い
運
命
で
あ
り
、
八
重
山
の
民
衆
は
、

　
　
　
　
　
　

自
己
の
生
存
す
ら
維
持
で
き
ぬ
程
、
収
奪
さ
れ
、
苦
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
思
う
o
こ
れ
ら
の
歌
に
は
民
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白
、
女
性
の
性
的
被
抑
圧
の
歌

　
人

頭
税
時
代
の

女
性
に

関
す
る
こ
の
種
の
歌
謡
は
、
無
慈
悲
、
さ
ん
ざ
ん
た
る
現
実
を
種
々
な
角
度
か
ら
歌
い
こ
ん
で
い
る
。
そ

れ

ら
の
大
半
は
t
平
民
女
性
が
支
配
者
階
層
の
男
性
の
自
由
左
存
在
と
し
て
あ
っ
N
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
う
・

　
内
容
的
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が
士
族
と
平
民
女
性
の
、
性
を
介
在
と
す
る
、
夜
の
た
わ
む
れ
か
、
あ
る
g
は
平
民
女
性
の
悲
哀
、
苦

し
み
な
ど
で
あ
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
カ
ナ
イ
フ

　
人

頭
税
時

代
に

は

賄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
習
俗
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
役
人
の
現
地
妻
の
こ
と
で
あ
る
が
r
当
時
は
こ
の
賄
女
に
’
s
v
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女

こ
と
は
名
誉
左
こ
と
と
し
て
歓
迎
さ
れ
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
、
入
頭
税
と
い
う
も
の
の
苛
酷
さ
を
背
景
に
お
い
て
考
え
左

け
れ
ぱ
な
ら
左
い
。
左
ぜ
s
s
t
ら
賄
女
に
左
る
と
、
そ
の
両
親
、
兄
弟
が
減
税
に
左
る
の
で
あ
っ
た
o
当
時
の
役
人
は
、
美
し
い
女
を

み

る
と
、
そ
れ
が
た
と
え
子
持
ち
で
あ
ろ
う
と
｛
強
制
的
に
賄
女
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
種
の
歌
は
数
多
い
が
、
代
表
的
左
も

の

と
し
て
・
　
r
仲
節
ヌ
ベ
｜
マ
節
」
・
断
咳
萄
ぬ
ク
・
三
｜
三
ン
タ
・
「
獅
ヤ
r
t
ン
タ
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
・
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△
猫
ユ
ン
タ
（
大
意
）

　
　
r
か

ら
岳
の
後
に
、
大
岳
の
側
に
猫
が
子
を
産
ん
だ
、
五
つ
の
子
を
産
ん
だ
、
七
つ
の
子
を
産
ん
だ
、
五
つ
の
子
に
乳
を
し
ぼ

ら
れ
、
七
つ
の
子
に
し
ぼ
ら
れ
、
あ
ま
り
に
も
だ
し
（
栄
養
物
）
が
欲
し
く
て
、
大
干
潮
に
干
上
が
っ
た
の
で
、
大
干
潮
に
走
り

下

り
、
ぎ
し
く
真
地
（
地
名
）
を
歩
き
ま
わ
り
r
夫
婦
蛸
を
見
つ
け
と
り
、
人
間
の
兄
さ
ん
に
見
つ
け
ら
れ
、
芭
蕉
の
゜
網
で
縛
ら

れ
、
大
き
な
家
の
下
に
連
れ
て
行
か
れ
、
大
黒
柱
に
つ
左
が
れ
て
、
米
の
飯
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
が
、
魚
の
汁
を
食
べ
さ
せ
ら
れ

だ

が
、
五
つ
の
子
の
こ
と
を
思
う
と
、
七
つ
の
子
の
こ
と
を
思
う
と
喉
が
と
お
ら
な
い
・
」

　
こ
の
歌
で
は
自
分
を
猫
に
だ
と
え
て
直
接
口
に
出
し
て
表
わ
せ
な
い
賄
女
の
苦
し
み
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
よ

う
に
擬
人
法
を
も
ち
い
て
社
会
の
厳
し
さ
t
民
衆
の
苦
し
み
を
う
た
っ
た
も
の
も
多
い
。



四
、
強
制
移
民
に
関
す
る
歌

　

ち
左
み
に
強
制
移
民
政
策
を
説
明
す
る
。

　
こ
の
政
策
は
、
＋
八
世
紀
前
半
旬
敬
王
の
時
代
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
目
的
は
、
王
府
財
源
を
豊
か
に
す
る
だ
め
に
、
八

重

山
に
新
村
を
創
設
し
て
水
田
開
拓
を
促
進
し
耕
作
地
を
拡
大
し
、
も
っ
て
米
穀
増
産
を
計
り
人
頭
税
増
収
、
人
頭
税
の
完
納
を
実

現

さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
移
民
者
に
は
特
典
が
あ
り
、
だ
と
え
ば
、
住
居
・
田
畑
の
無
償
給
与
、
人
頭
税
の
限
走
免
税
、
牛
馬
左

ど
の
給
与
左
ど
で
あ
る
。

　
し
か
し
農
民
は
誰
一
入
と
し
て
移
住
し
よ
う
と
し
左
か
っ
た
の
で
あ
る
b
そ
こ
で
王
府
は
、
権
力
を
発
揮
し
、
道
切
り
移
民
と
い

う
も
の
を
強
行
し
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
部
落
の
道
路
を
境
界
線
と
し
て
そ
の
区
画
内
の
村
民
が
強
制
移
民
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

移

住
地
は
、
西
表
島
や
石
垣
島
の
奥
地
で
マ
ラ
リ
ヤ
蚊
が
生
息
し
、
人
間
の
住
め
る
所
で
は
な
く
、
そ
の
地
で
の
開
墾
は
ま
さ
に
地

獄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
・
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
歌
謡
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
黒
島
か
ら
石
垣
島
の
野
底
に
強
制
移
住
さ
せ
ら

れ
、
離
別
さ
せ
ら
れ
た
恋
人
の
心
情
を
歌
S
あ
げ
た
r
チ
ン
ダ
ラ
節
」
、
波
照
間
島
か
ら
西
表
島
の
崎
山
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
老
人

の

歌

「
崎
山
節
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ム
チ

ン

ダ

ラ
節
（
大
意
）

　
　
r
と
ば
ら
ま
」
　
（
男
へ
の
敬
称
）
と
私
は
幼
な
馴
染
み
だ
っ
だ
。
「
か
ぬ
し
や
ま
」
　
（
女
へ
の
愛
称
）
と
自
分
と
は
幼
左
友
達

　
で
し
た
o
黒
島
に
居
っ
た
時
は
、
先
島
に
い
た
時
は
、
同
じ
島
で
あ
っ
た
の
で
、
里
は
1
つ
で
あ
っ
だ
の
で
、
苧
を
績
む
に
も
我

ら
二
人
、
磯
へ
下
り
る
に
も
我
ら
二
人
。
私
は
別
れ
た
く
カ
い
の
に
、
私
は
離
れ
た
く
方
い
の
に
、
貴
方
と
ど
こ
ま
で
も
一
緒
に
と

思

う
だ
ら
、
私
と
一
緒
に
と
思
う
た
ら
、
王
府
か
ら
御
命
令
が
あ
つ
だ
。
島
を
分
れ
組
を
離
れ
て
移
住
せ
よ
と
の
仰
せ
で
あ
っ
た
。

青
空
に
e
q
v
　
r
ウ
ヤ
キ
星
」
で
さ
え
も
夫
婦
は
走
め
ら
れ
、
七
夕
祭
り
の
夜
は
逢
う
と
（
牽
牛
星
と
織
女
星
の
意
）
聞
い
て
い
る

の

に
、
私
と
貴
方
は
生
木
を
裂
く
よ
う
に
別
ら
れ
こ
の
方
S
っ
こ
う
逢
え
左
い
と
は
、
あ
あ
世
の
中
は
か
く
も
冷
酷
で
あ
る
の
か
o



こ
れ
ら
の
歌
は
、
恋
入
と
の
離
別
、
島
を
離
れ
る
嘆
き
な
ど
を
赤
裸
に
描
い
て
い
る
。

結
び

と
今
後
の
課
題

　
八

重

山
の
民
衆
が
過
酷
な
支
配
政
策
の
中
で
搾
取
・
差
別
さ
れ
続
け
左
が
ら
r
そ
の
抵
抗
を
N
ぜ
行
動
に
あ
ら
わ
し
え
左
か
っ
だ

の

か
、
こ
の
こ
と
は
百
姓
一
撲
が
左
か
っ
だ
こ
と
も
関
連
す
る
。

　

こ
の
差
別
政
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
私
は
、
あ
る
特
定
の
地
域
と
地
域
が
差
別
ー
被
差
別
の
関
係
に
あ
る
場
合
の
根
本
原

因
は
r
各
地
域
の
集
団
と
集
団
の
意
識
体
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
違
い
は
、
歴
史
の
発
展
段
階
に
規
走
さ
れ
て
い
る
と

思

う
。
そ
し
て
こ
の
様
左
意
識
の
ず
れ
は
地
理
的
諸
条
件
に
左
右
さ
れ
る
の
だ
と
思
う
o
換
言
す
れ
ぱ
e
第
一
次
的
に
は
歴
史
的
意

識
、
第
二
次
的
に
は
地
理
的
辺
境
意
識
が
差
別
を
生
む
原
因
に
左
る
の
だ
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
薩
摩
と
琉
球
、
琉
球
と
八
重
山
と

い

う
関
係
を
み
て
み
る
と
、
琉
球
は
薩
摩
よ
り
お
く
れ
た
、
八
重
山
は
琉
球
よ
り
お
く
れ
た
歴
史
意
識
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
八
重
山
の
歴
史
の
発
展
過
程
の
後
進
性
、
同
時
に
社
会
構
造
の
後
進
性
が
八
重
山
を
し
て
一
歩
進
ん
だ
琉
球
、
更
に
は

よ
り
以
上
に
進
ん
だ
薩
摩
に
対
し
対
等
に
あ
ら
し
め
s
＃
t
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
八

重

山
の
民
衆
が
過
酷
左
支
配
政
策
の
中
で
苦
し
み
を
歌
に
し
左
が
ら
も
そ
れ
を
行
動
に
あ
ら
わ
し
え
左
か
っ
だ
の
は
そ
う
い
う

諸
々
の
後
進
性
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
相
対
的
に
少
く
と
も
こ
れ
ま
で
の
沖
縄
人
の
劣
等
感
意
識
は
、
沖
縄
社
会
が
後
進
的
で
あ
っ
た
と
g
う
こ
と
に
あ
っ
だ
だ
ろ
う
o

こ
の
劣
等
感
を
左
く
す
た
め
に
は
日
本
本
土
に
同
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
だ
と
い
え
る
。
日
本
人
が
自
国
の
文
化
を
劣
る
も
の
と
し
て

西
欧
化
し
だ
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。

　
沖
縄
人
は
、
沖
縄
が
疎
外
さ
れ
、
差
別
さ
れ
、
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
う
被
害
者
の
観
点
か
ら
の
み
捉
え
る
だ
け
で
左
く
、
沖
縄
の

歴
史
変
遷

を
意
味
づ
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
さ
ら
に
沖
縄
固
有
の
文
化
を
劣
っ
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
再
認
識
す
る
こ
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と
が
必
要
で
あ
る
。

注注注
（3｝（2）（1）

注
ω

注
閤

注
⑥

注

m
後
世
に
お
け
る
中
山
の
活
動
の
先
駆
を
な
し
だ
。

中
山
の
支
配
老

「
八

重

山
ハ
洪
葦
間
ヨ
リ
以
釆
・
毎
歳
入
貢
シ
・
敢
テ
絶
ザ
リ
キ
・
奈
ニ
セ
ン
大
浜
邑
ノ
淑
諺
獅
覧
語
マ

心

志
驕
倣
ニ
シ
テ
、
老
ヲ
欺
キ
幼
ヲ
侮
リ
、
遂
二
心
変
謀
反
ヲ
致
シ
、
両
三
年
間
、
貢
ヲ
絶
ッ
テ
朝
セ
ズ
」
　
（
鄭
乗
哲
・

他
纂
修
『
球
陽
』
）

「
八

重

山
開
閣
ノ
後
、
入
物
繁
穎
セ
リ
。
而
シ
テ
巣
二
居
シ
穴
二
財
ッ
テ
、
未
ダ
屋
庭
ヲ
製
造
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ
。
且

ツ

禽
獣
ヲ
逐
捕
シ
以
テ
食
ヲ
ナ
シ
、
菓
実
ヲ
拾
収
シ
以
テ
飯
ヲ
ナ
シ
テ
、
未
タ
烹
妊
ヲ
為
ス
ヲ
知
ラ
ズ
。
時
二
　
神
ヲ
生

ム

コ

ト
ア
リ
。
名
ハ
伊
里
幾
屋
安
真
理
ト
日
フ
。
始
メ
テ
入
民
二
耕
種
飲
食
ヲ
教
ヘ
テ
、
民
自
ラ
之
レ
ヲ
利
ス
。
以
テ
神

遊

ヲ
ナ
ス
」
　
（
『
球
陽
』
）

ピ

ト
マ
ス
ダ

　
　
　

＝
そ
の
昔
、
与
那
国
の
住
民
を
水
田
の
中
に
入
れ
、
は
み
出
し
た
者
は
斬
り
殺
し
て
人
口
調
節
し
た
と
い
う
伝

人
桝
田

承
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
不
具
・
虚
弱
者
・
妊
婦
・
産
後
の
婦
人
等
の
よ
う
に
力
弱
く
、
走
れ
左
い
も
の
、
い
わ
ゆ
る
生
産

能
力

の

左
い
者
を
淘
汰
し
て
精
鋭
の
み
を
残
し
て
人
頭
税
生
産
に
遜
進
さ
せ
だ
の
で
あ
る
。

r
ク
ブ
ラ
バ
リ
」
‖
久
部
良
割
り
の
意
。
こ
れ
も
与
那
国
島
に
お
け
る
人
口
調
節
と
し
て
、
久
部
良
村
に
あ
る
岩
壁
の
間

が
ほ

ぼ

ニ

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
割
れ
め
を
妊
婦
に
跳
ば
せ
て
、
跳
び
越
せ
た
ら
命
を
助
け
る
と
い
う
伝
説
で
あ
る
o
注
旬

注
㈲
・

大
浜
信

賢
「
与
那
国
島
の
人
口
淘
汰
」
参
考

「
物
産

税
」
　
（
上
木
税
と
も
い
‘
N
）
　
＝
八
重
山
の
民
衆
は
本
租
の
米
・
粟
・
上
布
の
ほ
か
に
、
物
産
税
も
賦
課
さ
れ
た
。

物

産
税

の

品

目
は
r
ナ
マ
コ
・
貝
柱
・
ト
コ
ロ
テ
ン
・
カ
ー
ナ
・
海
入
草
左
ど
合
計
四
＋
八
種
、
大
浜
信
賢
「
八
重
山
の

人

頭

税
」
参
考
o
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　　　　　　　　　参
鄭琉宮宮浦杉喜大牧考
　　　　　　舎　　文
　球良城原山場浜野献
他
纂
修 政　　啓信永信

府弘文作夫鉤賢清

桑
江

克
英
訳
註

『
新
八

重

山
の
歴
史
』
　
昭
和
四
七
年
七
月
一
日
　
城
野
印
刷
所

『
八

重

山
の
人
頭
税
』
　
一
九
七
1
年
十
一
月
十
五
日
　
三
一
書
房

『
八

重

山
民
謡
誌
』
　
一
九
六
七
年
⊥
ハ
月
三
十
日
　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社

『
沖
縄
の
民
謡
』
　
一
九
七
四
年
十
二
月
二
十
五
日
　
新
日
本
出
版
社

『
八

重

山
ユ
ン
タ
集
』
　
昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十
日
　
音
楽
之
友
社

『
八

重

山
生
活
誌
』
　
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
三
日
　
城
野
印
刷
所

『
波
照

間
島
民
俗
誌
』
　
昭
和
四
十
七
年
六
月
二
十
五
日
　
木
耳
社

『
八

重

山
要
覧
』
　
一
九
七
1
年

『
球

　
陽
』
　
一
九
七
1
年
七
月
十
五
日
　
三
一
書
房
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